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テーマ： 学生のFitness to Practise（FTP） 

～不祥事や健康問題とその結果 
Student Fitness to Practise: Serious Student Misconduct 

and Health Problems and their Outcome 

 

 

 

講演者： 

 

英国では、医師がGMCの管理下にあるように、全ての医療専門職が各領域の審議会
（council）に登録、管理されている。これらの審議会は、患者からの苦情に応じ、FTPの
手順によって医療専門職への処分を考慮するシステムである。 
また、審議会は医療系学生の教育も大学の認証評価システムによって管理している。
学生の不祥事や健康問題は、大学のFTP委員会によって検討されるが、2011年には 
英国で11人の学生が放校処分となっている。問題には、犯罪・薬物濫用・暴力・態度不
良・試験での不正・詐欺・非倫理行為・健康上の理由が含まれる。 
今回の講演では、実例を用いて、経緯や結果を示したい。 
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